
聞書『解脱門義聴集記』における声点の役割（高橋由美子）（20

聞
書
『
解
脱
門
義
聴
集
記
』
に
お
け
る
声
点
の
役
割

キ
ー
ワ
ー
ド
一

要
　
　
旨

漢
字
片
仮
名
交
じ
り
表
記
、
片
仮
名
宣
命
体
、
声
点
、

句
切
点
、
振
り
漢
字
、
振
り
仮
名
、
切
句
、
表
語
機
能

　
本
稿
は
、
聞
書
『
解
脱
門
義
聴
集
記
』
を
対
象
と
し
て
、
和
語

に
加
え
ら
れ
た
声
点
に
つ
い
て
、
加
点
の
目
的
と
役
割
を
考
察
す

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
具
体
的
に
は
、
特
徴
的
な
加
点
パ
タ
ー

ン
を
指
摘
し
、
句
切
点
な
ど
他
の
表
記
要
素
と
声
点
と
の
関
係
を

明
ら
か
に
す
る
。

　
『
解
脱
門
義
聴
集
記
』
の
表
記
は
、
奥
書
に
よ
る
と
、
「
清
書
」

と
三
回
の
「
切
句
」
と
い
う
二
つ
の
過
程
を
経
て
い
る
。
現
存
す

る
転
写
本
で
あ
る
金
沢
文
庫
本
に
見
ら
れ
る
句
切
点
・
声
点
・
振

り
仮
名
・
振
り
漢
字
な
ど
の
補
助
記
号
は
、
「
切
句
」
と
し
て
加
え

ら
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
、
特
徴
的
な
加
点
パ
タ
ー
ン

と
し
て
、
（
A
）
同
仮
名
異
語
と
の
取
り
違
え
の
可
能
性
が
あ
る
語

へ
の
加
点
、
（
B
）
異
分
析
さ
れ
る
可
能
性
が
高
い
語
へ
の
加
点
、

（
C
）
文
体
基
調
か
ら
外
れ
る
語
へ
の
加
点
、
（
D
）
話
題
の
上
で
重

要
な
語
へ
の
加
点
、
（
E
）
漢
字
の
訓
み
を
示
し
た
語
へ
の
加
点
、
の

五
つ
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
パ
タ
ー
ン
と
他
の
表
記
要
素
と
の
関
係

高
橋
由
美
子

は
、
一
A
一
一
B
一
は
本
書
が
漢
字
を
多
く
交
え
た
片
仮
名
宣
命
体
で

あ
り
、
か
つ
、
句
切
点
が
頻
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
関
係
し
て
お

り
、
最
も
用
例
の
多
い
一
C
一
は
被
加
点
語
が
原
則
的
に
漢
字
表
記

が
期
待
で
き
な
い
語
で
あ
り
、
声
点
が
こ
の
場
合
に
語
の
同
定
を

最
も
確
実
に
行
い
得
る
手
段
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
本
書
の
声
点

は
片
仮
名
宣
命
体
の
表
記
に
お
い
て
、
他
の
補
助
手
段
と
相
互
補

完
的
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。

聞
題
の
所
在

　
和
語
に
声
点
を
加
え
た
文
献
に
は
、
加
点
を
前
提
と
し
て
本
文
が
作
成
さ

れ
た
文
献
と
、
本
文
が
表
記
さ
れ
た
後
で
別
に
加
点
さ
れ
た
文
献
と
が
あ

る
。
前
者
を
対
象
と
し
た
先
行
研
究
で
は
、
前
田
家
蔵
三
巻
本
色
葉
字
類
抄

や
古
今
和
歌
集
声
点
本
を
対
象
と
し
た
小
松
英
雄
一
一
九
六
六
、
一
九
九
こ

が
注
目
さ
れ
る
。

　
小
松
二
九
六
六
一
は
、
声
点
の
基
本
的
な
機
能
は
ア
ク
セ
ン
ト
と
清
濁
を

示
し
て
語
の
同
定
を
容
易
か
つ
確
実
に
す
る
こ
と
で
あ
り
、
色
葉
字
類
抄
で

は
、
声
点
は
同
仮
名
異
語
の
識
別
を
行
い
、
「
か
く
た
め
の
辞
書
」
と
し
て
、
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検
索
さ
れ
る
語
の
同
認
の
容
易
化
・
確
実
化
の
た
め
の
工
夫
の
一
つ
と
し
て

用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
ま
た
、
こ
ま
っ
（
一
九
九
一
）
は
、
仮

名
文
に
お
け
る
加
点
の
目
的
と
声
点
の
機
能
は
、
「
解
釈
の
特
定
」
「
語
の
同

定
」
で
あ
る
と
す
る
。
古
今
集
声
点
本
を
例
に
、
声
点
だ
け
を
取
り
出
し
て

論
ず
る
の
で
は
な
く
、
「
仮
名
字
体
の
選
択
と
毛
筆
の
適
切
な
運
用
」
「
高
低

の
違
い
に
基
づ
く
「
を
」
「
お
」
の
仮
名
の
使
い
分
け
や
仮
名
遣
、
あ
る
い

は
、
漢
字
の
使
用
な
ど
」
と
と
も
に
本
文
の
書
記
と
し
て
包
括
的
に
扱
う
べ

き
こ
と
を
指
摘
す
る
。

　
一
方
、
『
和
名
類
聚
抄
』
の
よ
う
に
、
本
文
が
表
記
さ
れ
た
後
に
加
点
さ

れ
た
文
献
で
は
、
声
点
は
二
次
的
・
補
足
的
な
要
素
と
し
て
付
加
さ
れ
た
も

の
で
あ
り
、
他
の
本
文
の
表
記
要
素
と
の
関
係
を
加
点
を
前
提
と
し
た
文
献

と
同
様
に
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
本
稿
で
は
、
本
文
が
表
記
さ
れ
た
後
で
別
に
声
点
が
加
え
ら
れ
た
文
献
に

お
い
て
、
な
ぜ
声
点
が
必
要
で
あ
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
、
お
よ
び
、
声
点

は
い
か
に
使
用
さ
れ
、
他
の
表
記
要
素
と
い
か
な
る
関
係
に
あ
る
の
か
と
い

う
こ
と
を
考
察
す
る
。
具
体
的
に
は
、
明
恵
講
聞
書
『
解
脱
門
義
聴
集
記
』

を
考
察
の
対
象
と
し
た
。

　
『
解
脱
門
義
聴
集
記
』
の
和
語
に
加
え
ら
れ
た
声
点
に
つ
い
て
は
、
ア
ク

セ
ン
ト
資
料
と
し
て
の
価
値
を
考
察
し
た
築
島
一
一
九
七
〇
一
や
、
土
井
二

九
九
九
）
な
ど
が
あ
る
。
土
井
二
九
九
九
）
は
、
同
じ
く
明
恵
講
聞
書
で
あ

る
『
光
言
句
義
釈
聴
集
記
』
『
華
厳
信
種
義
聞
集
記
』
な
ど
と
合
わ
せ
て
考

察
し
、
一
－
一
一
2
一
の
指
摘
を
し
て
い
る
一
傍
線
は
本
稿
筆
者
一
。

↑
一
差
声
の
最
大
の
目
的
は
、
講
師
の
口
頭
の
ア
ク
セ
ン
ト
の
記
録
に

あ
っ
た
の
で
は
な
く
、
「
書
記
さ
れ
た
言
語
」
と
し
て
実
在
す
る
本
文

に
お
い
て
、
申
世
語
、
和
文
語
等
の
非
書
記
言
語
的
要
素
の
混
入
や
、

漢
字
に
表
記
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
よ
う
な
語
が
仮
名
表
記
さ
れ

る
こ
と
に
よ
っ
て
発
生
す
る
仮
名
書
き
の
連
続
、
語
義
の
解
釈
に
戸

惑
う
可
能
性
を
有
す
る
文
脈
、
即
ち
書
記
言
語
と
し
て
十
全
の
安
定

性
を
欠
く
と
判
断
さ
れ
た
部
分
に
、
適
宜
声
点
を
付
し
、
語
の
同
定

を
確
実
に
す
る
点
に
あ
っ
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。
（
五
一
頁
4
一

一
2
一
こ
の
よ
う
な
声
点
の
利
用
は
、
明
恵
講
説
に
よ
る
「
聞
書
」
の
本
文

　
　
が
書
記
言
語
と
し
て
不
安
定
な
も
の
で
あ
っ
て
も
、
用
語
、
表
記
形

　
　
式
に
悉
意
的
な
改
修
を
加
え
る
こ
と
を
で
き
る
だ
け
避
け
な
が
ら
、

」
」
聞
習
こ
と
を
意
味

す
る
。
こ
の
背
景
に
は
、
聞
書
作
成
の
段
階
か
ら
、
聞
書
編
集
の
段

階
、
そ
の
本
文
の
解
釈
、
同
定
の
段
階
を
通
じ
て
、
弟
子
達
の
、
明

恵
上
人
の
学
説
に
対
す
る
、
極
め
て
強
い
尊
重
の
意
識
が
関
与
し
て

い
る
。
一
略
一
明
恵
の
口
頭
の
言
説
を
基
盤
と
し
、
明
恵
の
教
義
の
深

奥
が
記
録
さ
れ
た
も
の
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
た
聞
書
本
文

の
、
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
を
で
き
る
限
り
保
存
し
、
明
恵
の
言
説
を
よ

り
正
確
か
つ
リ
ア
ル
に
後
代
に
伝
承
さ
せ
る
に
は
、
差
声
が
最
も
適

切
な
方
法
で
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
一
五
二
頁
5
一

　
右
の
指
摘
に
つ
い
て
は
、
声
点
に
よ
っ
て
「
語
の
同
定
を
確
実
に
」
し
、

「
「
聞
書
」
本
文
の
確
実
な
理
解
を
実
現
し
よ
う
と
し
た
」
と
い
う
点
が
首
肯

さ
れ
る
。
た
だ
し
、
「
「
聞
書
」
本
文
の
確
実
な
理
解
を
実
現
」
す
る
た
め
の

工
夫
は
、
声
点
の
使
用
だ
け
で
は
な
い
。
他
に
も
、
句
切
点
・
振
り
仮
名
・
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闘書『解脱門義聴集記』における声点の役割（高橋由美子）（22）

振
り
漢
字
・
返
点
と
い
っ
た
補
助
記
号
が
同
様
の
目
的
の
た
め
に
用
い
ら
れ

て
い
る
。
例
え
ば
、
一
ユ
一
で
指
摘
す
る
「
漢
字
に
表
記
す
る
の
が
一
般
的
で

あ
る
よ
う
な
語
が
仮
名
表
記
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
発
生
す
る
仮
名
書
き
の

連
続
」
に
対
し
て
は
、
実
際
、
句
切
点
を
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
読
解
を

容
易
に
し
て
い
る
。
土
井
二
九
九
九
一
は
、
声
点
と
同
様
の
目
的
の
た
め
に

使
用
さ
れ
て
い
る
表
記
要
素
や
、
そ
れ
ら
と
声
点
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
あ

ま
り
言
及
し
て
い
な
い
。
声
点
の
役
割
を
よ
り
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、

こ
の
点
に
つ
い
て
も
論
ず
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
注
且
。

　
本
稿
で
は
、
土
井
（
一
九
九
九
）
を
ふ
ま
え
つ
つ
、
声
点
は
、
聞
書
の
い
か

な
る
性
質
に
よ
っ
て
い
か
に
使
用
さ
れ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
、
お
よ
び
、

聞
書
と
い
う
片
仮
名
宣
命
体
に
お
い
て
、
他
の
表
記
要
素
と
い
か
な
る
関
係

に
あ
り
、
い
か
な
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
か
と
い
う
二
点
を
考
察
す
る
。

二
『
解
脱
門
義
聴
集
記
』
の
概
要

　
『
解
脱
門
義
聴
集
記
』
一
以
下
、
「
解
脱
門
義
」
と
略
称
す
る
一
は
注
2
、
弟

子
高
信
が
編
集
し
た
も
の
で
、
①
明
恵
講
聞
書
部
分
を
中
心
と
し
て
、
そ
れ

を
補
足
す
る
部
分
で
あ
る
、
②
原
典
、
③
割
注
、
④
私
注
、
⑤
明
恵
講
を
聞

い
た
弟
子
喜
海
の
行
な
っ
た
解
脱
門
義
と
そ
の
原
典
の
講
義
の
聞
書
一
喜
海

講
聞
書
一
、
⑥
経
典
を
中
心
と
し
た
他
典
籍
の
引
用
、
と
い
う
六
種
類
の
記

述
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　
編
集
過
程
に
つ
い
て
は
、
奥
書
に
よ
る
と
、
ま
ず
、
喜
海
・
尊
順
・
高
信

の
三
者
の
分
担
に
よ
る
聞
書
の
類
聚
が
行
わ
れ
、
次
い
で
、
高
信
に
よ
る
再

度
の
聞
書
の
類
聚
と
編
集
・
増
補
・
清
書
二
一
回
の
「
切
句
」
・
調
巻
・
三

回
目
の
「
切
句
」
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
な
お
、
高
信
の
再
度
の

聞
書
の
類
聚
以
下
の
活
動
は
、
嘉
禎
二
一
二
三
一
六
一
年
か
ら
宝
治
元
一
二
一

四
七
一
年
ま
で
の
十
二
年
間
に
及
ぶ
。

　
作
成
目
的
は
、
奥
書
な
ど
か
ら
直
接
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
注
3
。
た
だ

し
、
完
成
後
に
編
者
高
信
が
原
典
と
合
わ
せ
て
そ
の
講
義
を
行
な
っ
て
い
る

こ
と
や
、
土
井
一
一
九
九
三
、
一
九
九
五
一
の
指
摘
を
勘
案
す
る
と
注
4
、
明

恵
説
を
特
に
信
奉
す
る
弟
子
に
よ
っ
て
、
明
恵
説
の
整
理
・
集
成
と
伝
承
を

目
的
と
し
て
作
成
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

　
本
書
は
、
漢
文
で
記
さ
れ
た
原
典
『
華
厳
修
禅
観
照
入
解
脱
門
義
』
の
講

義
を
基
に
し
て
い
る
が
、
明
恵
講
聞
書
部
分
に
は
、
卑
近
な
例
え
を
用
い
て

仏
教
概
念
な
ど
を
平
易
に
説
明
し
た
り
、
体
験
談
や
修
行
上
の
心
構
え
な
ど

の
注
意
を
織
り
交
ぜ
た
り
と
、
原
典
か
ら
発
展
、
飛
躍
し
た
話
題
も
随
所
に

認
め
ら
れ
る
注
5
。
こ
れ
ら
の
話
題
は
、
原
典
の
内
容
に
拘
東
さ
れ
て
い
な

い
分
、
仏
教
用
語
を
用
い
て
原
典
を
忠
実
に
解
説
し
た
部
分
に
比
べ
、
使
用

語
彙
の
点
で
も
仏
教
色
や
漢
文
訓
読
的
要
素
が
薄
い
と
言
え
る
。
解
脱
門
義

の
中
心
で
あ
る
明
恵
講
聞
書
部
分
は
、
講
義
の
場
で
聞
い
た
ま
ま
に
書
き

取
っ
た
原
聞
書
を
基
に
作
成
さ
れ
た
部
分
と
考
え
ら
れ
る
。
口
頭
の
講
義
を

基
に
し
て
い
る
た
め
に
、
仏
教
書
の
解
説
書
と
し
て
期
待
さ
れ
る
書
記
文
体

に
な
じ
ま
な
い
表
現
や
語
彙
を
多
く
含
ん
で
い
る
と
さ
れ
る
注
6
。

　
次
に
、
本
書
の
表
記
様
式
と
補
助
記
号
に
つ
い
て
概
観
す
る
。
本
書
は
、

返
読
を
必
要
と
す
る
表
記
も
一
部
に
含
む
が
、
付
属
語
や
活
用
語
尾
な
ど
を

小
書
き
に
し
た
、
片
仮
名
宣
命
体
が
表
記
の
基
調
を
な
す
。
漢
字
表
記
に
つ

い
て
は
、
仏
教
用
語
や
漢
語
は
原
則
的
に
漢
字
表
記
で
、
和
語
は
漢
字
表
記

が
期
待
で
き
る
語
と
で
き
な
い
語
と
が
あ
る
が
、
期
待
で
き
な
い
語
は
大
書
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き
の
仮
名
表
記
に
な
っ
て
い
る
注
7
。
た
だ
し
、
漢
字
表
記
が
期
待
で
き
る

語
も
、
仮
名
表
記
と
漢
字
表
記
の
両
様
が
見
ら
れ
る
語
や
、
「
ア
リ
」
「
コ
コ
」

な
ど
の
よ
う
に
原
則
的
に
仮
名
表
記
さ
れ
て
い
る
語
も
あ
り
、
必
ず
し
も
徹

底
し
て
漢
字
表
記
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
他
に
、
補
助
記
号
と
し

て
、
句
切
点
（
朱
一
・
朱
声
点
・
振
り
仮
名
・
振
り
漢
字
・
返
点
お
よ
び
原
典

の
上
に
加
え
ら
れ
た
見
出
し
の
点
一
朱
一
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
補

助
記
号
は
、
こ
れ
ら
を
加
え
る
こ
と
を
予
定
し
て
表
記
を
行
っ
た
と
積
極
的

に
は
判
断
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
本
文
を
表
記
し
た
後
に
加
え
ら
れ
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
補
助
記
号
が
、
奥
書
で
言
う
「
切
句
」
に
当
た

る
も
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
傍
点
や
合
点
は
使
用
さ
れ
て
い
な
い
。

三
　
声
点
の
分
析

　
和
語
に
加
え
ら
れ
た
声
点
は
、
お
よ
そ
二
二
七
例
で
注
8
、
加
点
は
全
体

的
に
は
か
な
り
疎
で
あ
る
と
い
え
る
。
加
点
の
九
割
強
の
二
一
一
例
が
明
恵

講
聞
書
部
分
に
集
中
す
る
が
注
9
、
そ
の
申
に
も
声
点
が
集
中
す
る
部
分
と

そ
う
で
な
い
部
分
と
が
あ
る
注
1
0
。

　
本
章
で
は
、
明
恵
講
聞
書
部
分
の
二
二
の
加
点
例
に
つ
い
て
、
特
徴
的

な
加
点
パ
タ
i
ン
を
指
摘
し
、
声
点
の
使
用
の
様
相
を
明
ら
か
に
す
る
。
一

節
で
土
井
一
一
九
九
九
一
の
「
講
説
聞
書
類
の
差
声
和
語
」
の
分
析
を
概
観
し
、

二
節
で
明
恵
講
聞
書
部
分
の
加
点
例
を
分
析
し
、
三
節
で
ま
と
め
を
行
う
。

　
三
二
　
　
土
井
（
一
九
九
九
）
の
「
講
説
聞
書
類
の
差
声
和
語
」
の
分
析

土
井
（
一
九
九
九
）
は
、
「
講
説
聞
書
類
の
差
声
和
語
」
に
お
け
る
「
声
点

の
機
能
」
と
し
て
、
一
3
一
か
ら
（
6
）
の
四
点
を
指
摘
し
て
い
る
一
四
六
、
四

七
頁
（
1
）
か
ら
（
4
）
）
。

一
3
一
差
声
さ
れ
た
語
と
表
記
上
全
く
同
一
か
、
部
分
的
に
同
一
の
語
を
資

　
　
料
内
に
有
し
、
そ
の
両
者
に
差
声
さ
れ
て
い
る
例
が
非
常
に
多
い
。

一
4
）
仮
名
表
記
が
連
続
し
、
文
の
切
れ
続
き
が
不
明
確
な
部
分
に
、
差

　
　
声
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
。

一
5
）
右
の
一
3
）
一
4
）
に
お
け
る
差
声
例
と
似
た
表
現
が
、
比
較
的
近
接
し

　
　
た
位
置
に
存
在
す
る
場
合
、
そ
の
両
者
に
差
声
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
。

一
6
一
右
に
は
中
世
語
や
平
安
時
代
和
文
特
有
語
が
含
ま
れ
る
場
合
も
多
い
。

　
ま
た
、
土
井
は
、
「
差
声
和
語
を
国
語
史
的
観
点
か
ら
鳥
鰍
し
て
み
る
と
、

い
わ
ゆ
る
申
世
語
や
中
世
語
的
用
法
、
平
安
時
代
和
文
特
有
語
或
い
は
和
文

的
用
法
が
非
常
に
多
く
を
占
め
て
い
る
」
一
四
六
頁
一
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

　
土
井
は
、
講
説
聞
書
類
で
は
同
仮
名
異
語
を
持
つ
語
や
中
世
語
・
平
安
時

代
和
文
特
有
語
が
多
く
加
点
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
が
、
こ
の

こ
と
は
本
稿
の
分
析
に
お
い
て
も
同
様
の
結
果
が
得
ら
れ
た
。
た
だ
し
、
土

井
と
本
稿
と
で
は
立
場
が
異
な
り
、
そ
の
結
果
に
対
す
る
解
釈
も
異
な
る
。

土
井
が
い
か
な
る
語
、
い
か
な
る
場
合
に
差
声
さ
れ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と

を
問
題
と
し
て
い
る
の
に
対
し
、
本
稿
は
声
点
は
他
の
表
記
要
素
と
い
か
な

る
関
係
に
あ
っ
て
、
い
か
な
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
を

問
題
と
し
て
い
る
。
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三
二
一
明
恵
講
聞
書
部
分
の
声
点
の
分
析

　
本
稿
で
は
、
明
恵
講
聞
書
部
分
に
お
け
る
特
徴
的
な
加
点
パ
タ
ー
ン
と
し

て
、
以
下
の
（
A
）
か
ら
（
E
）
の
五
つ
の
パ
タ
ー
ン
を
設
定
し
た
い
。
な
お
、

用
例
は
句
切
点
を
中
黒
一
・
一
で
、
声
点
を
平
・
上
な
ど
で
示
す
腎
。

（
A
）
同
仮
名
異
語
と
の
取
り
違
え
の
可
能
性
が
あ
る
語
へ
の
加
点

　
一
7
一
此
ノ
申
二
妊
稽
〃
㍗
我
レ
ト
云
モ
ノ
ナ
シ
ト
云
事
カ
シ
ツ
マ
ル
ヘ
キ
事

　
　
　
也
・
而
ヲ
是
、
一
ト
・
マ
レ
ハ
・
人
空
ヲ
証
シ
テ
・
無
余
二
落
チ
入
ル
・
我
レ
ト
云

　
　
　
ヒ
テ
・
サ
ル
モ
ノ
ナ
シ
ト
知
リ
テ
才
チ
テ
（
上
上
濁
平
濁
）
ア
レ
ハ
・
（
略
）
・

　
　
　
上
下
勝
劣
ナ
ク
シ
テ
・
佛
界
ノ
中
へ
・
ハ
シ
リ
入
ル
也
・
　
　
巻
三
2
7

　
一
8
一
十
六
大
菩
薩
ノ
・
イ
ツ
ク
ニ
一
平
上
濁
上
上
一
ア
タ
ル
ナ
ン
ト
・
申
サ
ン

　
　
　
ス
ル
事
ト
／
モ
也
・
凡
ハ
如
此
事
ハ
・
秘
一
「
我
」
を
見
消
ち
に
し
て
傍

　
　
　
書
）
事
ト
モ
一
平
上
一
申
シ
ツ
ヘ
ケ
レ
ト
モ
・
　
　
　
　
　
巻
六
ユ

　
清
書
後
に
声
点
が
必
要
と
な
る
場
合
の
一
つ
は
、
一
7
一
「
オ
チ
テ
」
や

（
8
）
「
秘
事
ト
モ
」
の
よ
う
に
同
仮
名
異
語
が
考
え
ら
れ
、
文
脈
が
あ
っ
て

も
仮
名
表
記
で
は
理
解
が
陵
味
に
な
る
場
合
で
あ
る
。
声
点
に
よ
っ
て
、

「
オ
チ
テ
」
は
、
「
落
ち
て
一
直
前
に
覇
入
ル
」
が
あ
る
一
・
恐
ぢ
て
」
な

ど
で
は
な
く
「
恐
ぢ
で
」
に
文
字
列
が
同
定
さ
れ
て
い
る
。
同
様
に
、
「
秘

事
ト
モ
」
も
、
接
尾
辞
ド
モ
で
は
な
く
（
直
前
に
「
事
｛
」
が
あ
る
一
、
格

助
詞
ト
十
係
助
詞
モ
に
同
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
後
述
す
る
振
り
漢
字
の

加
え
ら
れ
た
（
2
2
）
「
ソ
コ
ガ
」
も
こ
の
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
。
類
例
は
全
二
五

例
あ
る
。

　
土
井
（
一
九
九
九
）
も
（
3
）
（
5
）
の
よ
う
に
、
こ
の
パ
タ
ー
ン
に
加
点
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
土
井
は
、
同
じ
文
献
の
他
の
箇
所
に
あ
る

同
仮
名
異
語
と
の
関
係
を
重
視
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
例
と
し
て
七
組
を
示

し
て
い
る
が
、
う
ち
六
組
が
別
の
巻
に
あ
る
例
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
パ

タ
i
ン
ヘ
の
加
点
は
、
離
れ
た
箇
所
に
あ
る
同
仮
名
異
語
と
の
関
係
よ
り

も
、
ま
ず
は
そ
の
文
脈
に
お
い
て
同
仮
名
異
語
が
あ
る
と
い
う
こ
と
の
方
が

問
題
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
例
え
ば
、
土
井
は
（
7
）
に
つ
い
て
、
別
の

巻
に
あ
る
「
一
百
四
十
ノ
大
願
ア
リ
・
是
等
ヵ
・
オ
チ
タ
チ
テ
一
平
上
平
上
上
一

ユ
ク行

ト
コ
ロ
ヲ
・
廻
向
ト
名
ル
也
・
」
一
巻
一
肪
）
の
「
オ
チ
タ
チ
テ
」
を
同
仮
名

異
語
と
し
て
関
連
づ
け
て
い
る
。
「
オ
チ
タ
チ
テ
」
よ
り
も
ま
ず
、
直
前
の

「
落
チ
」
と
の
関
係
を
重
視
す
べ
き
で
あ
る
。
同
様
に
、
一
8
一
も
別
の
巻
の

「
サ
テ
一
二
空
解
脱
二
入
レ
・
ナ
ニ
カ
ト
一
平
上
平
平
一
申
テ
・
惣
別
ノ
観
ト
モ
一
平
濁

平
一
・
ヤ
ウ
く
也
・
一
一
巻
三
η
一
と
関
雪
け
て
い
る
が
、
そ
れ
よ
り
も

直
前
の
「
申
サ
ン
ス
ル
事
』
也
」
と
の
関
係
が
ま
ず
重
視
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
一
3
一
一
5
一
の
よ
う
に
同
仮
名
異
語
の
双
方
に
加
点
さ
れ

て
い
る
こ
と
よ
り
も
、
た
と
え
一
方
で
あ
っ
て
も
同
仮
名
異
語
を
持
つ
語
が

加
点
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
重
視
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

（
B
）
巽
分
析
さ
れ
る
可
能
性
が
高
い
語
へ
の
加
点

一
・
二
一
二
其
ノ
義
ノ
ア
ル
・
カ
タ
ハ
シ
一
平
平
平
平
一
く
ヲ
取
テ
云
也
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
巻
四
2
5

　
一
！
0
一
童
子
手
ウ
チ
カ
キ
一
平
上
平
上
）
ア
ハ
セ
テ
・
以
外
二
恐
レ
入
タ
ル
気
色

　
　
　
ナ
リ
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
巻
六
如

（
9
一
は
、
句
切
点
に
よ
っ
て
、
「
ア
ル
」
と
「
カ
タ
」

の
間
に
よ
り
大
き
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な
意
味
の
句
切
れ
目
が
あ
る
こ
と
を
示
し
、
さ
ら
に
、
声
点
に
よ
っ
て
「
カ

タ
ハ
シ
」
に
同
定
し
て
い
る
。
「
カ
タ
ハ
シ
」
と
い
う
文
字
列
の
ま
と
ま
り

を
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
義
の
あ
る
方
、
端
々
を
」
で
は
な
く
「
義
の
あ

る
、
片
端
片
端
を
」
に
文
字
列
を
同
定
し
て
い
る
。
一
1
0
一
も
「
ウ
チ
カ
キ
」

と
い
う
文
字
列
の
ま
と
ま
り
を
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
手
一
を
）
打
ち
、
掻

き
合
は
せ
て
」
で
は
な
く
「
手
一
を
）
、
う
ち
掻
き
合
は
せ
て
」
に
同
定
し
て

い
る
。
類
例
は
全
十
一
例
あ
る
。

　
土
井
一
一
九
九
九
一
も
一
4
一
の
よ
う
に
「
文
の
切
れ
続
き
が
不
明
確
な
」
場

合
に
加
点
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

（
C
）
解
脱
門
義
の
内
容
か
ら
期
待
さ
れ
る
文
体
基
調
か
ら
外
れ
る
語
へ
の
加
点

　
解
脱
門
義
に
お
い
て
、
和
文
語
、
擬
態
語
、
当
時
の
口
語
と
考
え
ら
れ
る

院
政
・
鎌
倉
時
代
の
文
献
初
出
語
や
そ
の
他
申
世
語
的
言
語
事
象
、
お
よ
び
、

口
語
的
性
質
の
強
い
と
思
わ
れ
る
語
・
表
現
へ
加
点
し
た
例
が
多
く
見
ら
れ

る
こ
と
は
、
前
節
で
見
た
よ
う
に
土
井
一
一
九
九
九
一
も
指
摘
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
タ
フ

　
例
え
ば
、
和
文
語
に
加
点
し
た
例
に
は
副
詞
「
エ
一
答
マ
シ
キ
一
」
一
巻
六

1
）
や
、
例
（
7
）
の
接
続
助
詞
「
（
オ
ヂ
）
デ
」
な
ど
が
あ
り
、
擬
態
語
に
加

点
し
た
例
に
は
「
タ
ラ
ラ
ト
」
一
巻
四
2
7
一
や
、
例
（
1
4
）
「
バ
ッ
ト
」
な
ど
が

あ
り
、
鎌
倉
時
代
文
献
初
出
語
に
加
点
し
た
例
に
は
「
ソ
・
カ
ハ
シ
キ
」
一
巻

一
1
8
）
や
、
例
（
2
2
）
「
イ
ビ
イ
テ
」
な
ど
が
あ
る
注
u
。
ま
た
、
例
（
巧
）
「
（
ノ

ヘ
一
ツ
一
・
ツ
・
メ
）
ツ
」
と
い
う
並
列
表
現
は
中
世
以
降
に
見
ら
れ
る
形
式

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
語
に
加
点
し
た
例
に
は
、
他
の
パ
タ
ー
ン
に
も
該
当

し
重
複
す
る
例
も
あ
る
が
、
類
例
は
和
文
語
と
そ
れ
を
含
む
例
が
二
六
例
、

擬
態
語
が
十
六
例
、
院
政
鎌
倉
時
代
文
献
初
出
語
と
そ
れ
を
含
む
例
が
二
五

例
、
中
世
語
的
言
語
事
象
と
そ
れ
を
含
む
例
が
四
例
、
そ
の
他
口
語
的
性
質

の
強
い
と
思
わ
れ
る
例
が
十
二
例
と
、
加
点
例
の
四
割
弱
の
八
三
例
を
占
め

る
。
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
非
漢
文
訓
読
的
な
語
へ
の
加
点
は
解
脱
門
義
の
加
点

の
大
き
な
特
徴
と
い
え
る
。

　
ま
た
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
明
恵
講
で
は
仏
教
の
難
解
な
概
念
や
用
語
を

平
易
に
説
明
す
る
た
め
に
、
一
u
一
の
「
ア
マ
ガ
ヘ
ル
」
の
よ
う
に
身
近
な
物

を
例
え
に
し
た
り
、
一
1
2
一
の
夢
の
話
の
よ
う
に
自
身
の
体
験
を
基
に
、
解
説

し
て
い
る
箇
所
が
随
所
に
見
ら
れ
る
。

一
u
一
人
空
ト
申
ス
ハ
・
色
如
聚
沫
ト
テ
・
色
身
ハ
・
水
ノ
ア
ハ
ノ
・
ア
ツ
マ
レ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

　
　
カ
如
シ
ナ
マ
カ
ヘ
ル
（
平
平
平
濁
上
甲
？
一
ノ
子
ニ
ャ
似
タ
丁
一
見
せ

　
　
消
ち
）
」
ラ
ム
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
巻
二
2
7

（
1
2
）
・
止
遊
戯
於
戌
昏
而
開
異
生
性
之
窓
文
　
先
年
槙
尾
籠
居
ノ
比
ヒ
・
夢

　
　
二
異
生
性
ノ
事
ヲ
見
・
我
ア
ハ
ラ
ニ
一
上
上
濁
上
上
一
フ
キ
タ
ル
家
ノ
中

　
　
ス
メ

　
　
ニ
栖
リ
・
一
略
一
・
此
夢
ハ
柳
修
禅
仕
ル
カ
ニ
ヨ
テ
・
漸
ク
異
生
性
ヲ
ス
ツ
ル

　
　
　
ミ
ヘ

　
　
事
ノ
見
ケ
ル
也
・
彼
ノ
ア
ハ
ラ
ナ
ル
家
ト
云
ハ
・
此
ノ
四
大
五
艦
仮
立

　
　
和
合
ノ
身
也
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
巻
六
4
0

　
一
n
一
は
、
「
人
空
」
と
い
う
概
念
を
「
色
如
聚
沫
」
と
い
う
仏
教
の
概
念
に

よ
っ
て
説
明
し
、
さ
ら
に
そ
れ
を
加
点
の
あ
る
「
ア
マ
ガ
ヘ
ル
」
の
子
（
蛙
の

卵
一
に
例
え
て
、
理
解
を
容
易
に
し
て
い
る
例
で
あ
る
。
一
1
2
一
は
明
恵
の
夢
の

話
で
あ
る
が
、
加
点
の
あ
る
「
ア
バ
ラ
」
な
家
と
は
四
大
五
艦
が
仮
立
和
合

し
た
象
徴
で
あ
る
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
例
え
と
し
て
用
い

ら
れ
て
い
る
日
常
卑
近
な
事
物
な
ど
を
表
す
語
へ
の
加
点
も
；
二
例
あ
る
。

122



聞書『解脱門義聴集記』における声点の役割（高橋由美子）（26）

土
井
一
一
九
九
九
、
三
四
頁
一
も
伝
授
聞
書
類
の
「
差
声
和
語
の
性
格
」
と

し
て
、
「
教
相
事
相
を
問
わ
ず
、
そ
の
解
説
に
卑
近
な
日
用
品
等
を
比
楡
と

し
て
示
す
こ
と
は
、
法
談
聞
書
類
全
体
に
見
ら
れ
る
表
現
法
で
あ
る
。
本
文

内
に
多
用
さ
れ
て
い
る
難
解
な
述
語
の
中
に
あ
っ
て
、
翻

る
こ
の
禿
の
比
楡
に
声
点
を
付
す
こ
と
は
、
例
示
さ
れ
た
語
の
同
定
、
理
解

を
よ
り
確
実
な
も
の
と
す
る
。
」
一
傍
線
は
本
稿
筆
者
一
と
、
本
稿
と
同
様
の

指
摘
を
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
例
え
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
日
常
卑
近
な

事
物
な
ど
を
表
す
語
へ
加
点
す
る
こ
と
は
、
伝
授
聞
書
に
限
ら
ず
、
解
脱
門

義
を
は
じ
め
、
一
1
3
）
の
よ
う
に
『
光
言
句
義
釈
聴
集
記
』
や
『
華
厳
信
種
義

聞
集
記
』
と
い
っ
た
明
恵
講
聞
書
で
も
多
く
の
例
が
確
認
さ
れ
る
。

　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
ク

一
1
3
）
諸
法
自
相
共
相
一
平
濁
平
平
濁
平
濁
）
ト
云
ハ
自
相
ハ
扇
ハ
畳
二
非
ル
等

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
モ

　
　
共
相
ト
云
ハ
ウ
／
チ
ワ
一
平
平
平
一
ヲ
モ
薦
ニ
テ
シ
敷
物
ヲ
モ
薦
、
一
テ

　
　
チ
マ
キ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
チ

　
　
シ
綜
カ
イ
ヱ
ヲ
モ
コ
モ
ニ
テ
シ
テ
形
ハ
カ
ハ
レ
ト
モ
同
ク
薦
ニ
テ
ワ
タ

　
　
ル
ヲ
共
相
ト
云
　
　
　
　
　
　
　
光
言
句
義
釈
聴
集
記
上
二
五
四

　
　
（
「
共
相
」
と
い
う
概
念
を
、
「
ウ
チ
ワ
・
敷
物
・
綜
カ
イ
ヱ
」
は
そ
れ

　
　
ぞ
れ
形
は
異
な
る
が
「
薦
」
と
い
う
同
じ
素
材
で
で
き
て
い
る
と
い
う

　
　
例
え
に
よ
っ
て
説
明
し
て
い
る
。
）

　
こ
の
よ
う
に
、
解
脱
門
義
で
は
、
非
漢
文
訓
読
的
な
語
や
、
例
え
に
用
い

ら
れ
て
い
る
身
近
な
事
物
・
行
為
・
事
象
を
表
す
語
が
多
く
加
点
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
確
認
し
た
。
こ
れ
ら
の
語
は
よ
く
知
っ
た
日
常
的
な
語
で
あ
る
反

面
、
仏
教
書
の
解
説
と
い
う
文
脈
か
ら
は
使
用
が
予
想
さ
れ
に
く
い
、
口
語

的
色
彩
の
濃
い
語
で
あ
る
た
め
に
、
編
者
が
紛
れ
も
な
い
そ
の
語
で
あ
る
こ

と
を
示
す
た
め
に
加
点
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
D
）
話
題
の
上
で
重
要
な
語
へ
の
加
点

　
一
1
4
一
問
　
如
ノ
典
ノ
修
行
ニ
ヨ
リ
テ
・
我
等
此
生
二
即
チ
・
此
解
行
ヲ
ツ
ム
ル

　
　
　
コ
ト
（
平
平
上
平
平
一
・
ア
ル
ヘ
カ
ラ
ス
ヤ
・
云
何
　
答
此
生
ニ
ツ
ム
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ツ

　
　
　
云
ハ
・
十
信
終
心
也
・
出
レ
ハ
即
パ
一
上
濁
一
－
ハ
ナ
ル
一
平
平
上
一
・
此

　
　
　
行
ノ
カ
タ
マ
リ
一
上
上
上
平
一
タ
ラ
ム
ヲ
・
解
行
ト
ノ
云
也
・
　
巻
九
1
9

　
一
1
5
一
深
キ
法
門
ノ
建
立
卜
申
ハ
・
何
モ
凡
夫
佛
ヲ
相
封
シ
テ
佳
行
向
地
等
ノ
次
位

　
　
　
ヲ
立
テ
・
・
ノ
ヘ
ツ
（
平
上
上
）
・
ツ
㌔
メ
ツ
（
平
平
上
上
）
シ
テ
・
是
ヲ

　
　
オ
コ
ナ
ワ

　
　
　
行
セ
タ
ル
也
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
巻
七
7

　
一
1
6
一
円
教
ノ
意
ハ
マ
ロ
ク
一
上
上
平
一
説
テ
・
信
住
行
向
地
ノ
始
メ
終
り
カ
⊥
鹿

　
　
　
．
一
ア
ル
也
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
巻
一
3
9

　
一
1
4
一
は
「
解
行
」
を
め
ぐ
る
問
答
で
あ
る
が
、
「
間
」
の
「
ツ
ム
ル
コ
ト
」

は
疑
問
の
申
心
と
な
る
語
で
、
「
答
」
の
「
カ
タ
マ
リ
タ
ラ
ム
」
は
回
答
の

申
心
と
な
る
語
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
文
脈
上
最
も
重
要
と
思
わ
れ
る
語
が
加

点
さ
れ
て
い
る
。
一
1
5
一
の
「
住
行
向
地
等
ノ
次
位
」
は
「
仏
果
」
へ
至
る
段

階
で
、
「
ノ
ヘ
ツ
・
ツ
・
メ
ツ
シ
テ
」
は
「
仏
果
」
へ
の
進
み
方
で
あ
る
。
「
此

ノ
解
脱
門
義
ハ
・
心
ヲ
シ
ツ
メ
モ
テ
イ
テ
・
佛
果
ト
合
ス
ル
ヤ
ウ
ヲ
・
釈
ン
タ
ル
也
・
」

（
巻
二
2
7
一
と
い
う
記
述
か
ら
考
え
る
と
、
内
容
的
に
重
要
な
部
分
と
い
え

る
。
一
1
6
一
「
マ
ロ
ク
説
」
は
円
教
一
華
厳
経
一
の
特
徴
を
二
言
で
表
し
て
お
り
、

文
脈
上
重
要
な
語
と
考
え
ら
れ
る
。
よ
っ
て
、
一
！
4
）
か
ら
一
1
6
）
は
加
点
者
が

文
脈
上
重
要
な
語
で
あ
る
と
判
断
し
、
読
者
が
確
実
に
同
定
で
き
る
よ
う
に

加
点
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

121



(27) r.*~ML"+?~~~~j~~~~fr*~t~ ~~PII~r~ ･*~L"*~~)~~ ~C{~~･~i~~~~*5~!~=4 ~~c*~-~~~~*~tl~~ 1999 

　
ま
た
、
こ
の
パ
タ
ー
ン
に
は
指
示
詞
や
助
詞
、
語
の
一
部
分
に
ま
で
加
点

し
た
例
も
見
ら
れ
る
。

一
1
7
一
空
智
恵
光
明
普
見
法
門
ト
云
！
コ
㌧
ソ
一
平
上
平
濁
）
散
位
ノ
オ
ハ
リ
・

　
　
サ
テ
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
巻
三
2
7

一
！
8
一
仏
法
僧
ヲ
讃
毅
ス
ル
ヲ
聞
テ
・
其
心
不
動
∴
云
ハ
・
既
、
一
般
若
波
羅
密
ヲ
成

　
　
就
シ
テ
・
法
空
ノ
智
・
無
性
ト
照
ス
カ
故
二
・
毅
ル
ヲ
聞
テ
モ
・
ソ
一
上
一
文
字
・

　
　
シ
一
上
一
文
字
等
ノ
・
ヨ
リ
ア
ヒ
テ
コ
ソ
・
ソ
シ
ル
ト
云
事
モ
ア
レ
・
是

　
　
ヲ
ソ
文
字
・
シ
文
字
・
ル
文
字
ト
・
一
〃
ニ
ワ
リ
テ
　
　
　
　
巻
一
3
4

　
一
∬
）
「
コ
コ
」
は
「
空
智
恵
光
明
普
見
法
門
」
を
指
し
て
い
る
が
、
そ
れ

を
強
調
す
る
た
め
に
加
点
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
加
点
の
目
的
は
、
語
の
よ

り
確
実
な
同
定
よ
り
も
、
む
し
ろ
声
点
と
い
う
「
点
」
を
加
え
る
こ
と
に

よ
っ
て
文
字
列
を
強
調
・
卓
立
す
る
こ
と
に
比
重
が
あ
る
と
見
な
さ
れ
る
。

こ
れ
は
、
語
の
一
部
分
へ
加
点
し
た
一
1
8
一
か
ら
も
同
様
に
考
え
ら
れ
る
。

「
ソ
」
「
シ
」
は
、
点
が
加
え
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
ソ
シ
ル
（
毅
）
」
の

「
ソ
」
と
「
シ
」
で
あ
る
こ
と
が
明
示
さ
れ
て
い
る
。
「
ソ
」
「
シ
」
に
加
え

ら
れ
た
点
が
上
声
の
位
置
に
あ
る
の
は
、
正
し
く
「
ソ
シ
ル
」
の
「
ソ
」
と

「
シ
」
で
あ
る
こ
と
を
よ
り
確
実
に
示
す
た
め
に
、
傍
点
で
は
な
く
、
語
の

同
定
も
可
能
な
声
点
を
利
用
し
た
か
ら
で
あ
る
。

　
こ
の
パ
タ
ー
ン
で
は
、
声
点
は
語
の
同
定
を
行
な
う
と
と
も
に
、
話
題
の

上
で
重
要
な
語
を
文
脈
か
ら
強
調
・
卓
立
す
る
役
割
も
果
た
し
て
い
る
。
声

点
が
文
脈
に
お
け
る
語
句
の
重
要
度
と
も
関
連
し
て
い
る
こ
と
は
注
目
さ
れ

る
。
パ
タ
i
ン
一
D
一
は
土
井
一
一
九
九
九
一
で
は
指
摘
さ
れ
て
い
な
い
が
注
1
3
、

類
例
が
四
四
例
と
多
く
、
看
過
で
き
な
い
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
。

（
E
）
漢
字
の
訓
み
を
示
し
た
語
へ
の
加
点

　
一
1
9
一
・
若
者
篇
韻
訓
汝
也
如
也
文
　
如
ト
云
ハ
モ
シ
一
上
平
）
也
如
ヲ
コ
ト
シ

　
　
　
ト
云
ハ
・
似
タ
ル
ヲ
・
如
シ
ト
云
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
巻
九
2

　
一
2
0
一
・
餅
蛉
之
賎
人
文
　
餅
蛉
ト
云
ハ
・
サ
マ
ヨ
ウ
一
上
上
上
平
）
ト
云
コ
ト

　
　
　
ハ
也
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
巻
三
2
6

　
一
㎎
一
一
2
0
一
は
、
「
如
」
「
餅
蛉
」
の
訓
み
を
示
し
た
「
モ
シ
」
「
サ
マ
ヨ
ウ
」

に
加
点
し
て
い
る
。
一
1
9
一
は
、
原
典
で
は
、
「
若
」
の
訓
み
に
は
「
汝
」
と

「
如
」
の
二
種
類
が
あ
る
が
、
「
即
今
転
釈
云
・
如
者
即
若
也
一
即
訓
云
二
毛
孜

一
也
一
」
と
「
如
」
を
取
り
、
さ
ら
に
割
注
で
そ
の
訓
み
を
示
し
て
い
る
。
原

典
の
段
階
か
ら
訓
み
が
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
か
つ
、
漢
字
の
訓
み
を
最
も

明
確
に
示
す
方
法
が
仮
名
表
記
で
あ
る
の
で
、
そ
の
訓
み
を
確
実
に
同
定
す

る
た
め
に
加
点
し
た
も
の
と
言
え
る
。
類
例
は
全
三
例
で
あ
り
、
他
の
パ

タ
i
ン
に
比
べ
て
極
め
て
少
な
い
。
こ
れ
は
、
解
脱
門
義
で
は
も
と
も
と
漢

字
の
訓
み
を
示
し
た
場
合
が
少
な
い
こ
と
に
よ
る
。

　
土
井
（
一
九
九
九
、
三
六
頁
）
は
、
（
1
8
）
（
1
9
）
（
2
0
）
な
ど
の
例
を
挙
げ
て
、

「
教
学
資
料
に
お
け
る
声
点
の
典
型
的
な
利
用
目
的
は
対
象
語
に
対
す
る
注

釈
の
一
環
と
し
て
声
調
を
示
す
場
合
」
で
あ
る
と
す
る
注
μ
。
一
般
論
と
し

て
、
声
点
の
典
型
的
な
使
用
目
的
は
被
加
点
語
の
声
調
を
示
し
、
注
釈
の
役

割
を
果
た
す
こ
と
で
あ
る
と
い
え
る
が
、
解
脱
門
義
で
は
こ
の
「
典
型
的
」

な
パ
タ
ー
ン
の
例
が
僅
少
で
あ
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。
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聞書『解脱門義聴集記』における声点の役割（高橋由美子）（28）

　
　
三
二
二
　
ま
と
め

　
前
節
で
は
、
特
徴
的
な
加
点
パ
タ
ー
ン
と
し
て
一
A
一
か
ら
一
E
）
の
五
つ
の

パ
タ
ー
ン
を
指
摘
し
た
。
次
表
や
次
の
一
2
ユ
一
に
示
す
よ
う
に
、
積
極
的
な
加

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ρ
o
　
　
　
　
　
1

点
理
由
が
見
い
だ
せ
な
い
例
も
あ
る
が
注
巧
、
八
割
強
の
加
点
例
一
1
7
例
／
2
ユ

例
）
が
五
つ
の
パ
タ
ー
ン
で
説
明
で
き
る
。

一
2
1
一
佛
智
一
於
テ
・
因
果
二
分
ヲ
分
ツ
・
佛
智
因
人
ノ
為
ニ
ヒ
カ
ル
㌧
カ
一
上
上

　
　
上
上
上
濁
一
故
ニ
ハ
・
信
位
ノ
中
、
一
於
テ
・
如
来
根
本
智
ト
・
我
ヵ
自
身
ト
無

　
　
異
一
ト
信
ス
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
巻
六
6
6

　
こ
の
五
つ
の
加
点
パ
タ
i
ン
と
一
節
に
示
し
た
土
井
一
一
九
九
九
一
の
指
摘

と
を
比
較
す
る
と
、
相
違
点
は
次
の
二
点
で
あ
る
。

　
第
一
は
、
「
例
え
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
日
常
卑
近
な
事
物
な
ど
を
表

す
語
へ
の
加
点
」
一
パ
タ
ー
ン
C
一
が
解
脱
門
義
を
は
じ
め
明
恵
講
聞
書
に
お

い
て
も
存
在
す
る
こ
と
を
指
摘
し
、
「
話
題
の
上
で
重
要
な
語
へ
の
加
点
」

と
い
う
パ
タ
i
ン
一
D
一
を
新
た
に
立
て
た
点
で
あ
る
。
第
二
は
、
同
仮
名
異

語
と
の
取
り
違
え
の
可
能
性
の
あ
る
語
へ
の
加
点
に
お
い
て
は
、
文
献
の
離

れ
た
箇
所
に
あ
る
同
仮
名
異
語
と
の
取
り
違
え
の
可
能
性
だ
け
で
な
く
、
ま

ず
、
そ
の
文
脈
に
お
け
る
同
仮
名
異
語
と
の
取
り
違
え
の
可
能
性
を
問
題
に

す
べ
き
こ
と
を
指
摘
し
た
点
で
あ
る
。

　
ま
た
、
次
表
か
ら
は
、
パ
タ
ー
ン
に
よ
っ
て
用
例
数
に
多
寡
が
あ
る
こ
と

が
看
取
さ
れ
る
。
用
例
の
多
い
順
位
に
挙
げ
る
と
、
一
C
一
一
D
一
一
A
）
（
B
一

一
E
一
と
な
る
。
こ
の
多
寡
の
意
味
に
つ
い
て
は
、
次
章
で
他
の
奏
記
要
素
と

の
関
係
と
い
う
視
点
か
ら
改
め
て
考
察
す
る
。

四
　
声
点
と
他
の
表
記
要
素
と
の
関
係

　
本
章
で
は
、
声
点
と
他
の
表
記
要
素
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
、
前
節
で

指
摘
し
た
加
点
パ
タ
i
ン
の
用
例
の
多
寡
に
つ
い
て
そ
の
意
味
を
考
察
す

る
。
一
節
で
句
切
点
・
振
り
仮
名
・
振
り
漢
字
の
分
布
の
概
観
と
機
能
の
分

析
を
行
い
、
二
節
で
声
点
と
他
の
表
記
要
素
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
、
三

節
で
加
点
パ
タ
ー
ン
の
用
例
の
多
寡
の
意
味
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

ユユ9

表
　
明
恵
講
聞
書
部
分
の
各
加
点
パ
タ
ー
ン
の
用
例
数

パ
タ
ン例

A
同
仮
名
異
語

25

）5（

B
異
分
析

u
）ユ（

C
文
体
基
調
外
の
語

6
　
）

　
3
0　
1
1

D
話
題
の
重
要
語

44

）7（

E
漢
字
の
訓
み

不
明

35

合
計

422
）3王（

＊
用
例
数
は
全
二
一
一
例
で
、
重
複
例
が
二
二
例
あ
る
。
か
っ
こ
内
は
重
複
例
の
数
で
、
重
複
例
は
す
べ
て
パ
タ
ー
ン
一
C
一
の
う
ち
の
非
漢
文
訓
読
的
な
語
と
の
重

複
で
あ
る
。
一
A
一
か
ら
一
E
一
の
合
計
は
一
八
九
例
で
あ
る
が
、
重
複
例
を
除
く
と
一
七
六
例
で
あ
る
。
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四
・
一
句
切
点
。
振
り
仮
名
。
振
り
漢
字
の
分
布
と
そ
の
機
能

　
解
脱
門
義
の
表
記
様
式
は
片
仮
名
宣
命
体
が
基
調
で
あ
る
の
で
、
原
則
的

に
、
漢
字
表
記
は
形
態
素
あ
る
い
は
語
単
位
で
な
さ
れ
、
付
属
語
や
用
言
の

活
用
語
尾
な
ど
は
小
書
き
に
さ
れ
る
。

　
句
切
点
は
、
経
典
の
引
用
部
を
除
い
て
、
記
述
の
種
類
を
問
わ
ず
全
体
的

に
密
に
加
え
ら
れ
て
い
る
。
句
切
点
も
、
奥
書
に
い
う
、
清
書
の
後
に
三
回

に
わ
た
っ
て
行
な
わ
れ
た
「
切
句
」
に
当
た
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
句
切

点
は
、
お
お
よ
そ
現
代
語
の
表
記
の
句
読
点
相
当
の
箇
所
に
加
え
ら
れ
て
い

る
。
漢
字
表
記
・
片
仮
名
宣
命
体
に
よ
る
片
仮
名
の
小
書
き
・
句
切
点
の
三

者
は
異
な
る
レ
ベ
ル
で
の
境
界
標
示
機
能
を
担
っ
て
お
り
、
句
切
点
は
漢
字

表
記
や
片
仮
名
宣
命
体
で
は
示
す
こ
と
の
で
き
な
い
文
脈
の
切
れ
目
を
示

し
、
読
解
を
容
易
に
し
て
い
る
。

　
振
り
仮
名
は
一
九
五
例
の
用
例
が
あ
り
注
焔
、
声
点
同
様
に
そ
の
約
九
割

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ケ
フ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ソ
ク

が
明
恵
講
聞
書
部
分
に
集
中
す
る
。
「
業
一
入
濁
一
」
一
巻
八
2
2
一
「
即
シ
テ
」
一
巻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
コ
ナ
ヒ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ュ
ク

三
9
一
の
よ
う
に
漢
字
の
音
を
示
し
た
場
合
と
、
「
行
モ
」
一
巻
六
4
0
一
「
行
」

　
　
　
　
］
ト
ハ
リ

（
巻
一
5
5
）
「
理
ヲ
」
（
巻
六
1
）
の
よ
う
に
訓
を
示
し
た
場
合
と
が
あ
る
が
、

約
九
割
が
訓
を
示
し
た
場
合
で
あ
る
。
漢
字
表
記
で
は
語
は
表
さ
れ
る
が
、

音
読
み
と
訓
読
み
、
あ
る
い
は
、
訓
読
み
で
も
複
数
の
訓
が
想
定
さ
れ
る
な

ど
、
必
ず
し
も
語
形
が
明
確
で
は
な
い
。
振
り
仮
名
は
正
確
な
語
形
を
示
す

た
め
に
加
え
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
振
り
仮
名
も
そ
の
性
質
か
ら
本

文
が
表
記
さ
れ
た
後
で
別
に
施
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

　
振
り
漢
字
は
、
明
恵
講
聞
書
部
分
に
あ
る
（
2
2
）
の
一
例
の
み
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
底

（
2
2
一
此
位
ニ
ハ
・
少
〃
散
乱
ス
レ
主
・
是
ヵ
イ
ヒ
イ
テ
（
平
平
濁
上
上
一
・
ソ
コ

　
　
カ
一
上
上
上
濁
一
ト
ヲ
リ
テ
イ
ケ
ハ
・
本
尊
界
會
也
・
　
　
　
巻
三
2
7

　
土
井
一
一
九
九
九
、
四
九
頁
一
は
、
一
2
2
一
に
つ
い
て
、
「
「
ソ
コ
カ
」
が
代
名

詞
「
ソ
コ
」
と
誤
認
さ
れ
る
の
を
恐
れ
、
本
資
料
で
は
唯
一
の
振
漢
字
と
し

て
「
底
」
を
付
し
、
更
に
一
上
・
上
一
の
声
点
を
差
し
た
例
と
解
さ
れ
る
」
と

す
る
。
解
脱
門
義
で
は
、
振
り
漢
字
の
用
例
が
他
に
な
く
、
補
助
記
号
に

よ
っ
て
よ
り
確
実
に
語
の
同
定
を
行
う
場
合
に
は
声
点
が
優
先
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
看
取
さ
れ
る
。
本
稿
で
は
、
声
点
と
振
り
漢
字
の
先
後
関
係
よ
り

も
、
声
点
が
優
先
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
す
る
。

　
　
四
二
一
声
点
と
他
の
表
記
要
素
と
の
関
係

　
本
節
で
は
、
前
節
ま
で
の
考
察
を
ふ
ま
え
て
、
声
点
と
他
の
表
記
要
素
と

の
関
係
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
。

　
句
切
点
は
、
声
点
と
比
較
す
る
と
、
使
用
頻
度
は
非
常
に
高
い
が
、
表
語

機
能
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
句
切
点
は
点
が
加
え
ら
れ
て
い
る
箇
所
に
つ
い

て
は
そ
こ
が
句
切
れ
目
で
あ
る
こ
と
を
示
す
が
、
直
接
に
文
字
列
の
ま
と
ま

り
を
示
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
一
方
、
声
点
は
表
語
機
能
を
持
つ
が
、
句
切

点
が
担
う
句
読
点
相
当
の
機
能
は
直
接
に
は
果
た
せ
な
い
。
両
者
は
機
能
が

異
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
機
能
を
補
い
合
う
か
た
ち
で
使
用
さ
れ
て
い
る
と
い

え
る
だ
ろ
う
。

　
振
り
仮
名
を
声
点
と
比
較
す
る
と
、
と
も
に
文
字
列
の
表
語
性
を
高
め
て

い
る
点
で
は
共
通
す
る
が
、
振
り
仮
名
は
漢
字
表
記
に
加
え
ら
れ
て
漢
字
の

読
み
を
示
し
、
声
点
は
仮
名
文
字
列
に
加
え
ら
れ
て
語
の
よ
り
確
実
な
同
定

！王8
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を
行
っ
て
お
り
注
1
7
、
両
者
は
異
な
る
対
象
に
加
え
ら
れ
て
い
る
。

　
な
お
、
解
脱
門
義
で
は
合
点
や
傍
点
は
使
用
さ
れ
て
お
ら
ず
、
振
り
漢
字

は
僅
少
で
あ
る
が
、
こ
の
理
由
に
つ
い
て
も
考
え
て
み
る
。

　
合
点
は
文
字
列
冒
頭
の
文
字
に
加
え
ら
れ
て
、
そ
の
文
字
列
を
強
調
・
卓

立
し
、
注
意
を
促
す
。
例
え
ば
、
観
智
院
本
類
聚
名
義
抄
や
三
巻
本
色
葉
字

類
抄
で
は
和
訓
や
漢
字
が
掲
出
の
単
位
で
あ
る
の
で
、
合
点
の
指
示
す
る
対

象
は
自
明
で
あ
る
。
一
方
、
解
脱
門
義
は
文
字
列
が
連
続
し
て
お
り
、
字
書

に
比
べ
語
句
の
ま
と
ま
り
・
句
切
れ
目
が
明
瞭
で
は
な
い
た
め
、
合
点
を
使

用
し
た
の
で
は
指
示
対
象
の
範
囲
が
不
明
瞭
と
な
る
。
ま
た
、
傍
点
は
、
合

点
や
句
切
点
と
は
異
な
り
、
文
字
列
の
ま
と
ま
り
を
示
す
こ
と
が
で
き
る
の

で
、
声
点
が
加
え
ら
れ
て
い
る
箇
所
に
は
使
用
で
き
そ
う
に
思
わ
れ
る
が
、

実
際
に
は
使
用
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
、
傍
点
が
当
該
文
字
列
を
強
調
・

卓
立
し
て
、
間
接
的
に
当
該
語
へ
の
同
定
を
促
す
こ
と
は
可
能
で
あ
っ
て

も
、
表
語
機
能
を
持
た
ず
、
直
接
か
つ
確
実
に
同
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
声
点
は
前
述
し
た
五
つ
の
パ
タ
ー
ン
の
よ

う
に
、
そ
の
文
字
列
を
確
実
に
同
定
す
る
た
め
に
加
え
ら
れ
て
い
る
の
で

あ
っ
て
、
強
調
・
卓
立
だ
け
が
目
的
で
は
な
い
。
使
用
目
的
が
同
じ
で
あ
れ

ば
、
合
点
や
傍
点
で
は
な
く
、
表
語
機
能
を
持
ち
、
よ
り
確
実
な
伝
達
が
可

能
な
声
点
が
選
択
さ
れ
て
い
る
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。

　
振
り
漢
字
は
、
声
点
と
比
較
す
る
と
、
表
語
機
能
を
持
つ
点
で
共
通
し
、

し
か
も
、
表
語
機
能
は
声
点
よ
り
も
高
い
。
振
り
漢
字
に
よ
る
語
の
同
定

が
、
漢
字
が
そ
の
ま
ま
語
を
表
し
直
接
的
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
声
点
に
よ

る
語
の
同
定
は
、
文
字
列
に
加
え
ら
れ
て
ア
ク
セ
ン
ト
と
清
濁
を
示
す
こ
と

に
よ
っ
て
は
じ
め
て
実
現
さ
れ
る
の
で
間
接
的
で
あ
る
。
た
だ
し
、
振
り
漢

字
に
は
漢
字
表
記
が
期
待
で
き
な
い
語
へ
は
使
用
で
き
な
い
と
い
う
制
約
が

あ
る
。
特
に
、
非
漢
文
訓
読
体
的
な
語
は
漢
字
と
の
結
び
つ
き
が
薄
い
語
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
注
㎎
、
加
点
例
の
約
四
割
を
占
め
る
、
パ
タ
ー
ン

一
C
一
に
含
ま
れ
る
「
非
漢
文
訓
読
的
な
語
」
に
対
し
て
は
振
り
漢
字
の
使
用

は
原
則
的
に
困
難
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
パ
タ
i
ン
一
E
一
一
漢
字
の
訓
み
を
示

し
た
語
へ
の
加
点
一
に
お
い
て
も
、
振
り
漢
字
は
有
効
な
手
段
で
は
な
い
と

判
断
さ
れ
る
注
”
。

　
確
か
に
、
振
り
漢
字
は
使
用
の
制
約
が
あ
り
、
声
点
の
加
点
パ
タ
ー
ン
に

比
べ
て
使
用
範
囲
も
限
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
表
語
機
能
の
高
さ
と
切
句
の

意
義
に
鑑
み
れ
ば
、
積
極
的
な
使
用
が
予
想
さ
れ
る
手
段
で
あ
る
。
当
該
語

が
漢
字
表
記
が
期
待
で
き
る
語
で
あ
れ
ば
、
パ
タ
ー
ン
（
A
一
一
B
一
や
一
C
一

一
D
一
の
一
部
な
ど
、
い
く
っ
か
の
パ
タ
ー
ン
で
は
原
則
的
に
使
用
が
可
能
と

見
ら
れ
る
が
、
実
際
に
は
パ
タ
i
ン
（
A
）
の
（
2
2
）
に
お
け
る
声
点
と
併
用
さ

れ
た
例
外
的
な
使
用
に
留
ま
る
。
こ
れ
は
、
振
り
漢
字
に
漢
字
表
記
が
期
待

で
き
な
い
語
に
は
使
用
で
き
な
い
と
い
う
制
約
が
あ
る
こ
と
が
、
全
体
的
な

使
い
勝
手
の
悪
さ
と
し
て
働
い
た
結
果
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
注
2
0
。

　
　
四
二
一
加
点
パ
タ
ー
ン
の
偏
り
の
意
味

　
本
節
で
は
、
前
章
で
示
し
た
五
つ
の
加
点
パ
タ
ー
ン
に
つ
い
て
、
用
例
の

多
寡
の
意
味
を
考
え
る
。
用
例
の
多
い
順
に
挙
げ
る
と
、
パ
タ
i
ン
（
C
一

（
D
）
（
A
）
（
B
）
（
E
）
の
順
と
な
る
。

　
ま
ず
、
パ
タ
i
ン
一
C
一
一
解
脱
門
義
の
内
容
か
ら
期
待
さ
れ
る
文
体
基
調

か
ら
外
れ
る
語
へ
の
加
点
一
、
特
に
「
非
漢
文
訓
読
的
な
語
」
へ
の
加
点
が

多
い
の
は
、
こ
の
場
合
に
語
の
同
定
を
最
も
確
実
に
行
う
こ
と
の
で
き
る
手

一17
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段
が
声
点
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
非
漢
文
訓
読
的
な
語
と
は
漢
字
と
の

結
び
っ
き
が
薄
い
語
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
原
則
的
に
本
文
を
表
記

す
る
際
に
漢
字
表
記
が
不
可
能
で
あ
り
、
ま
た
、
振
り
漢
字
も
使
用
で
き
な

い
と
推
測
さ
れ
る
。
次
い
で
、
パ
タ
ー
ン
一
D
一
一
話
題
の
上
で
重
要
な
語
へ

の
加
点
一
が
多
い
の
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
語
の
確
実
な
同
定
と
文
字
列

の
強
調
・
卓
立
と
い
う
機
能
を
と
も
に
担
い
得
る
表
記
要
素
が
声
点
で
あ
っ

た
か
ら
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
ま
た
、
パ
タ
ー
ン
（
A
）
（
同
仮
名
異
語
と
の
取
り
違
え
の
可
能
性
が
あ
る

語
へ
の
加
点
）
や
パ
タ
ー
ン
（
B
）
（
異
分
析
さ
れ
る
可
能
性
が
高
い
語
へ
の
加

点
一
が
パ
タ
ー
ン
（
C
一
一
D
一
に
比
べ
て
相
対
的
に
少
な
い
の
は
、
解
脱
門
義

の
奏
記
様
式
が
漢
字
を
多
く
交
じ
え
た
片
仮
名
宣
命
体
を
基
調
と
す
る
か
ら

で
あ
る
。
こ
の
表
記
様
式
に
よ
っ
て
、
本
文
で
は
語
や
形
態
素
あ
る
い
は
語

末
・
文
節
末
が
明
ら
か
で
あ
り
、
さ
ら
に
編
者
に
よ
っ
て
句
切
点
が
密
に
加

え
ら
れ
て
、
文
字
列
が
意
味
の
ま
と
ま
り
に
句
切
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

に
、
声
点
以
外
の
表
記
要
素
に
よ
っ
て
既
に
文
脈
の
切
れ
目
が
示
さ
れ
て
い

る
の
で
、
異
分
析
の
可
能
性
は
総
体
的
に
低
く
、
パ
タ
ー
ン
一
B
一
の
加
点
が

少
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
表
記
様
式
に
加
え
て
、
解
脱
門
義
は

古
字
書
と
異
な
り
文
脈
の
支
え
も
あ
る
の
で
、
パ
タ
ー
ン
（
A
）
の
よ
う
に
、

声
点
に
よ
っ
て
よ
り
厳
密
な
語
の
同
定
が
必
要
と
な
る
場
合
も
多
く
は
な
い

と
推
測
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
パ
タ
ー
ン
一
E
一
一
漢
字
の
訓
を
示
し
た
語
へ
の

加
点
一
の
用
例
が
僅
少
で
あ
る
の
も
、
本
書
で
は
も
と
も
と
漢
字
の
訓
み
を

示
し
た
場
合
が
少
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
解
脱
門
義
を
離
れ
、
一
般
に
声
点
の
役
割
と
し
て
予
測
さ
れ
る
の
は
、
パ

タ
ー
ン
一
A
一
一
B
一
一
E
一
の
よ
う
な
場
合
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
解
脱
門
義
の

明
恵
講
聞
書
部
分
で
は
こ
れ
ら
の
場
合
は
少
な
く
、
パ
タ
ー
ン
一
C
一
一
D
一
が

七
割
を
占
め
る
。
こ
れ
は
、
片
仮
名
宣
命
体
と
い
う
表
記
様
式
と
句
切
点
の

頻
用
に
よ
っ
て
、
パ
タ
ー
ン
一
A
一
（
B
一
へ
の
加
点
が
少
な
か
っ
た
た
め
に
、

パ
タ
ー
ン
一
C
一
一
D
一
へ
加
点
が
目
立
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

結
語

　
本
稿
で
は
、
本
文
が
清
書
さ
れ
た
後
で
声
点
が
加
え
ら
れ
た
と
見
な
さ
れ

る
『
解
脱
門
義
聴
集
記
』
を
対
象
に
、
和
語
に
加
え
ら
れ
た
声
点
に
つ
い
て

考
察
し
、
以
下
の
三
点
を
明
ら
か
に
し
た
。

皿

現
存
す
る
転
写
本
で
あ
る
金
沢
文
庫
本
『
解
脱
門
義
聴
集
記
』
に
存

在
す
る
句
切
点
・
声
点
・
振
り
仮
名
・
振
り
漢
字
な
ど
の
補
助
記
号

は
、
「
切
句
」
と
し
て
加
え
ら
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

声
点
の
特
徴
的
な
加
点
パ
タ
ー
ン
に
は
、
一
A
一
同
仮
名
異
語
と
の
取

り
違
え
の
可
能
性
が
あ
る
語
へ
の
加
点
、
（
B
）
異
分
析
さ
れ
る
可
能

性
が
高
い
語
へ
の
加
点
、
一
C
一
内
容
か
ら
期
待
さ
れ
る
文
体
基
調
か

ら
外
れ
る
語
へ
の
加
点
、
（
D
一
話
題
の
上
で
重
要
な
語
へ
の
加
点
、

一
E
一
漢
字
の
訓
み
を
示
し
た
語
へ
の
加
点
、
の
五
つ
が
あ
る
。
用
例

数
の
多
い
順
に
示
す
と
、
パ
タ
ー
ン
一
C
）
一
D
一
一
A
一
一
B
一
一
E
一
の
順

に
な
る
。

こ
れ
ら
の
パ
タ
ー
ン
と
他
の
表
記
要
素
と
の
関
係
は
、
一
A
一
一
B
一
は

本
書
の
奏
記
様
式
が
漢
字
を
多
く
交
じ
え
た
片
仮
名
宣
命
体
で
か
つ

句
切
点
が
頻
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
関
係
し
て
お
り
、
一
C
一
は
被
加
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聞書『解脱門義聴集記』における声点の役割（高橋由美子）（32

点
語
が
原
則
的
に
漢
字
表
記
が
期
待
で
き
な
い
語
で
、
声
点
が
こ
の

場
合
に
確
実
な
語
の
同
定
が
可
能
な
手
段
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、

声
点
は
片
仮
名
宣
名
体
の
表
記
に
お
い
て
他
の
補
助
手
段
と
相
互
補

完
的
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。

　
最
後
に
、
片
仮
名
宣
命
体
と
句
切
点
、
振
り
仮
名
と
の
関
係
に
つ
い
て
も

ま
と
め
る
。
こ
の
表
記
様
式
そ
れ
自
体
で
も
語
や
形
態
素
、
語
末
・
文
節
末

が
明
ら
か
で
あ
り
、
文
字
列
の
分
節
性
は
低
く
な
い
が
、
句
切
点
が
担
う
文

脈
の
切
れ
目
を
示
す
機
能
は
十
分
に
は
有
さ
な
い
。
よ
っ
て
、
全
体
的
な
読

み
易
さ
を
高
め
る
た
め
に
、
こ
の
表
記
様
式
に
な
い
機
能
を
持
つ
句
切
点
が

加
え
ら
れ
て
い
る
。
振
り
仮
名
は
、
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
表
記
で
は
仮
名
表

記
の
語
が
連
続
す
る
と
語
の
ま
と
ま
り
が
不
明
瞭
に
な
り
や
す
い
が
、
　
一

方
、
漢
字
表
記
で
は
対
応
す
る
語
形
が
明
確
で
は
な
く
な
る
の
で
、
そ
れ
を

補
う
た
め
に
加
え
ら
れ
て
い
る
。

注－
声
点
が
語
の
同
定
と
い
う
機
能
を
担
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
と
、
そ
の
声

　
点
を
い
か
に
使
用
し
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
は
同
一
で
は
な
い
。
声
点
の

　
使
用
目
的
や
使
用
方
法
は
、
文
献
の
作
成
目
的
や
性
質
に
よ
っ
て
異
な
り
、

　
同
一
文
献
内
で
も
文
脈
に
よ
っ
て
異
な
り
、
使
用
の
様
相
に
は
バ
リ
エ
ー

　
シ
ョ
ン
が
あ
る
。
本
稿
で
は
、
語
の
よ
り
確
実
な
同
定
を
行
う
と
い
う
声

　
点
の
「
機
能
」
を
、
具
体
的
に
い
か
に
使
用
し
て
い
る
か
と
い
う
意
味
で

　
「
役
割
」
と
い
う
語
を
用
い
る
。

2
明
恵
が
白
撰
の
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
行
な
っ
た
講
義
を
基
に
、
弟
子
が
作

　
成
し
た
聞
書
は
、
本
書
の
他
に
『
光
言
句
義
釈
聴
集
記
』
と
『
華
厳
信
種

　
義
聞
集
記
』
が
あ
る
。
明
恵
講
聞
書
を
含
め
、
高
山
寺
関
係
の
聞
書
資
料

　
に
つ
い
て
は
、
土
井
氏
の
一
連
の
詳
細
な
研
究
が
あ
る
。
本
稿
は
、
明
恵

　
講
聞
書
の
中
で
作
成
者
や
編
集
過
程
が
比
較
的
明
ら
か
で
あ
る
『
解
脱
門

　
義
聴
集
記
』
を
考
察
の
対
象
と
し
、
転
写
本
と
さ
れ
る
金
沢
文
庫
本
一
孤

　
本
一
を
底
本
と
す
る
。
底
本
は
、
築
島
（
一
九
七
〇
一
に
よ
る
と
、
「
恐
ら
く

　
鎌
倉
時
代
末
期
を
下
ら
ぬ
書
写
」
で
あ
る
と
い
う
。
な
お
、
底
本
に
は
漢

　
字
へ
の
加
点
も
あ
る
が
、
本
稿
で
は
考
察
の
対
象
と
し
な
い
。

3
巻
五
末
に
、
「
和
尚
語
テ
云
」
と
し
て
、
持
経
・
律
・
論
の
三
蔵
に
つ
い
て

　
の
学
ぶ
べ
き
教
典
と
持
念
す
べ
き
陀
羅
尼
を
挙
げ
た
後
に
、
「
修
行
ノ
用
心

　
ニ
ハ
・
此
解
脱
門
義
ヲ
以
テ
・
顕
ノ
行
門
ニ
ハ
ア
ツ
ヘ
シ
・
真
言
行
法
云
〃
・
是
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
マ
マ
一

　
随
分
二
思
ヒ
得
タ
ル
ト
コ
ロ
ヲ
云
シ
タ
ル
也
云
〃
・
辮
舳
門
」
と
あ
り
、
明
恵

　
自
身
が
原
典
の
解
脱
門
義
を
高
く
位
置
付
け
て
い
た
こ
と
が
背
景
と
し
て

　
考
え
ら
れ
る
。

4
土
井
二
九
九
三
一
は
、
解
脱
門
義
の
編
集
は
明
恵
の
三
回
忌
を
機
に
そ
の

　
説
を
ま
と
め
る
こ
と
が
動
機
で
あ
る
こ
と
を
、
土
井
（
一
九
九
五
）
は
、
一

　
連
の
明
恵
講
聞
書
の
作
成
者
が
、
喜
海
と
神
尾
山
寺
の
高
信
・
順
高
な
ど

　
と
続
く
、
「
明
恵
説
を
特
に
尊
重
、
重
視
す
る
一
部
の
弟
子
」
に
限
ら
れ
て

　
い
る
こ
と
を
、
そ
れ
ぞ
れ
指
摘
す
る
。

5
こ
の
特
徴
は
、
『
光
言
句
義
釈
聴
集
記
』
と
『
華
厳
信
種
義
聞
集
記
』
で
も

　
確
認
さ
れ
る
。

6
仏
教
書
に
は
一
般
に
そ
の
内
容
に
ふ
さ
わ
し
い
語
彙
や
表
現
が
あ
る
が
、

　
本
書
に
は
そ
れ
と
は
性
格
を
異
に
す
る
語
彙
や
表
現
が
存
在
す
る
。
解
脱

　
門
義
の
内
容
か
ら
期
待
さ
れ
る
文
体
お
よ
び
実
際
の
文
体
基
調
は
何
か
と

　
い
う
間
題
に
厳
密
に
答
え
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
、
少
な
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く
と
も
美
的
な
内
容
を
綴
る
た
め
の
書
記
文
体
で
あ
る
仮
名
文
で
は
な
く
、

　
従
来
の
文
体
の
分
類
で
は
漢
文
訓
読
体
に
近
い
も
の
で
あ
る
と
推
測
す
る
。

　
土
井
（
一
九
九
一
、
四
八
頁
）
は
「
平
安
時
代
漢
文
訓
読
特
有
語
」
が
解
脱

　
門
義
の
文
体
基
調
を
な
し
て
い
る
と
す
る
。

7
本
稿
で
は
、
峰
岸
一
一
九
八
六
、
一
九
八
七
）
の
、
三
巻
本
色
葉
字
類
抄
は
「
日

　
常
実
用
文
に
使
用
さ
れ
て
い
る
字
、
殊
に
常
用
の
漢
字
を
漢
字
採
録
の
基
本

　
に
置
」
い
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
説
に
従
う
。
そ
し
て
、
三
巻
本
色
葉
字
類

　
抄
に
掲
出
さ
れ
て
い
る
語
と
、
動
詞
の
自
他
や
動
詞
と
そ
の
転
成
名
詞
の
よ

　
う
に
関
連
の
あ
る
語
が
掲
出
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
当
該
語
の
漢
字
表
記

　
の
推
定
が
可
能
な
語
を
「
漢
字
表
記
が
期
待
で
き
る
語
」
と
み
な
す
。

8
他
に
存
疑
例
が
四
例
あ
る
。
注
1
3
参
照
。

9
他
に
、
喜
海
講
聞
書
に
七
例
一
加
点
が
あ
る
の
は
一
ヶ
所
の
み
一
、
明
恵
講

　
聞
書
部
分
中
の
割
注
に
四
例
、
私
注
に
三
例
、
他
の
明
恵
講
聞
書
で
あ
る

　
『
行
願
記
聞
記
』
一
逸
文
）
か
ら
の
引
用
に
二
例
、
計
十
六
例
の
加
点
が
あ
る
。

1
0
声
点
の
大
半
が
集
中
す
る
明
恵
講
闘
書
部
分
は
、
講
義
の
場
で
聞
い
た
ま

　
ま
に
書
き
取
っ
た
原
聞
書
を
基
に
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
原
聞
書

　
に
お
い
て
は
声
点
を
加
え
る
余
裕
が
あ
っ
た
と
は
想
像
し
が
た
い
。
現
に
、

　
底
本
と
し
た
金
沢
文
庫
本
は
、
最
初
か
ら
加
点
を
予
定
し
て
記
録
さ
れ
た

　
と
見
な
し
得
る
よ
う
な
工
夫
さ
れ
た
表
記
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
さ
ら
に
、

　
清
書
後
に
句
切
点
が
施
さ
れ
、
表
記
の
整
備
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

　
も
、
加
点
は
原
聞
書
の
筆
録
者
で
は
な
く
、
編
者
に
よ
っ
て
清
書
後
に
決

　
定
・
実
施
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

ー
ユ
用
例
は
、
改
行
を
「
／
」
で
示
し
、
問
題
と
す
る
加
点
例
は
文
字
列
を
ゴ

　
チ
ッ
ク
で
示
し
、
そ
の
他
の
加
点
例
は
傍
線
を
引
き
、
声
点
を
か
っ
こ
に

　
入
れ
て
示
す
。
所
在
は
、
巻
－
項
目
番
号
に
よ
っ
て
示
す
。

　
本
稿
で
取
り
上
げ
た
加
点
例
の
ア
ク
セ
ン
ト
を
鎌
倉
初
期
以
前
の
他
の
ア

　
ク
セ
ン
ト
資
料
で
確
認
す
る
と
（
出
典
は
略
称
で
示
す
一
、
7
傑
　
オ
ツ
（
上

　
平
濁
）
図
名
、
8
於
　
イ
ツ
ク
ニ
カ
一
平
上
濁
上
平
上
）
観
名
・
二
四
八
ト
モ

　
（
平
平
○
平
上
一
メ
ツ
ラ
シ
キ
カ
ナ
袖
中
抄
K
，
9
偏
　
カ
タ
オ
モ
テ
一
平

　
平
平
上
平
一
高
名
・
端
　
ハ
シ
（
上
上
一
図
名
、
1
0
搭
　
ウ
チ
カ
ク
（
平
上
平

　
上
一
観
名
、
u
蛙
醒
　
ア
マ
カ
ヘ
ル
一
平
平
平
濁
上
平
一
観
名
、
1
2
場
　
ア
ハ

　
ラ
（
上
上
濁
上
一
色
葉
、
螂
団
扇
　
宇
知
波
（
平
平
平
）
京
本
和
名
、
1
4
ツ
マ

　
ル
ニ
テ
（
平
平
上
上
上
一
光
言
句
・
別
　
ハ
ナ
ル
（
平
平
上
）
観
名
・
維
　
加

多
牟
一
上
上
平
一
図
名
、
1
5
演
　
ノ
フ
一
平
上
濁
一
図
名
・
縮
　
ツ
・
ム
一
平
平

　
濁
○
）
観
名
、
1
6
d
鍬
　
マ
ロ
ナ
リ
一
上
上
○
〇
一
観
名
、
1
7
言
　
去
〃
ホ

　
一
平
上
上
）
図
名
、
！
8
誇
　
ソ
シ
ル
（
上
上
平
一
図
名
、
！
9
如
　
モ
シ
（
去
平
）

　
高
名
、
2
0
岬
　
サ
マ
ヨ
フ
（
上
上
上
平
一
高
名
、
2
1
演
　
レ
」
ク
（
上
平
）
図
名
、

　
2
2
下
　
ソ
コ
一
上
上
）
高
名
・
d
於
彼
処
　
曽
己
ホ
（
平
上
上
一
御
巫
本
私

　
記
、
2
4
頁
下
段
オ
チ
タ
チ
テ
（
堕
　
オ
ツ
（
平
上
）
図
名
・
立
　
タ
ツ
（
平
上
一

　
図
名
）
、
ナ
ニ
カ
ト
（
莫
遮
　
ナ
ニ
カ
ハ
ス
ル
（
平
上
O
O
O
O
）
観
名
）
・
観

　
ド
モ
（
ア
コ
ト
モ
（
平
平
平
濁
上
）
袖
中
抄
E
）
、
1
4
バ
ツ
ト
、
2
2
イ
ビ
ク
は

　
加
点
例
な
し
。

1
2
和
文
語
、
院
政
鎌
倉
時
代
文
献
初
出
語
の
認
定
は
、
築
島
（
一
九
六
三
一
、
小

　
林
（
一
九
七
一
）
、
土
井
（
一
九
九
五
一
、
小
学
館
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
な

　
ど
先
行
研
究
を
参
照
、
依
拠
し
た
。
ま
た
、
文
献
初
出
例
は
、
『
日
本
国
語

　
大
辞
典
』
に
よ
る
と
、
「
ソ
ソ
カ
ハ
シ
」
が
二
一
六
四
年
成
立
の
『
名
語
記
』

　
で
、
「
イ
ビ
イ
テ
」
は
同
書
に
項
目
が
な
く
文
献
に
用
い
ら
れ
に
く
い
語
で

　
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
、
（
2
2
一
を
文
献
初
出
例
と
み
な
し
た
。

B
土
井
（
一
九
九
九
、
三
七
頁
）
は
「
若
シ
其
ノ
ミ
本
ト
云
ハ
・
・
又
余
教
ニ
ソ

　
ナ
ラ
ム
・
サ
ス
ル
モ
・
ト
（
入
一
ス
ル
モ
・
卜
（
平
）
ア
ル
ソ
ナ
ム
ト
一
去
）
云
ハ
∴

　
（
巻
九
1
9
）
と
い
う
例
を
挙
げ
て
、
「
ア
ク
セ
ン
ト
自
体
は
存
疑
例
で
あ
る

　
が
、
三
つ
の
「
ト
」
の
部
分
に
声
点
一
こ
の
例
の
場
合
は
今
日
の
「
傍
点
」
と
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同
機
能
）
を
付
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
種
の
慣
用
句
と
し
て
の
同
定
を
確

　
実
な
も
の
に
し
て
い
る
」
と
指
摘
す
る
。
こ
れ
は
本
稿
の
（
〃
）
一
1
8
）
の
解
釈

　
と
類
す
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
右
例
は
入
声
お
よ
び
去
声
と
い
う

　
加
点
位
置
に
疑
問
が
あ
り
、
三
例
目
は
「
ナ
ム
ド
」
の
部
分
加
点
で
あ
る
こ

　
と
か
ら
、
他
の
例
と
同
様
に
扱
う
こ
と
は
問
題
が
あ
る
。
本
稿
で
は
右
例
は

　
存
疑
例
と
し
て
、
考
察
の
対
象
か
ら
外
す
。

1
4
土
井
二
九
九
九
、
三
四
頁
）
は
、
漢
字
表
記
の
草
木
名
な
ど
の
訓
み
を
片

　
仮
名
で
示
た
部
分
に
加
点
し
た
例
を
挙
げ
て
、
こ
れ
と
同
様
の
指
摘
を
し

　
て
い
る
。
よ
っ
て
、
「
対
象
語
」
と
は
、
声
点
の
加
え
ら
れ
た
語
一
般
で
は

　
な
く
、
漢
語
・
漢
字
の
読
み
を
示
し
た
特
定
の
場
合
を
指
す
も
の
と
見
受

　
け
ら
れ
る
。
ま
た
、
一
1
8
）
「
ソ
文
字
・
シ
文
字
」
は
「
毅
」
「
ソ
シ
ル
」
に

　
対
す
る
注
釈
で
は
な
い
の
で
、
漢
字
の
訓
み
を
示
し
た
「
モ
シ
」
「
サ
マ
ヨ

　
ウ
し
と
一
緒
に
扱
う
べ
き
で
は
な
い
。

1
5
積
極
的
な
加
点
理
曲
が
見
い
だ
せ
な
い
例
に
お
い
て
も
、
声
点
は
有
効
に
働

　
い
て
い
る
。
加
点
語
の
全
体
的
な
特
徴
と
し
て
、
加
点
例
の
七
割
近
く
（
則

　
　
ユ
　
3

　
／
2
1
．
7
．
％
）
が
明
恵
講
聞
書
部
分
に
お
い
て
使
用
頻
度
が
低
い
語
（
漢
字
表

　
　
　
6

　
記
例
も
含
め
て
使
用
回
数
が
一
か
ら
三
回
一
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

　
表
で
不
明
と
し
た
三
五
例
の
う
ち
二
十
例
は
使
用
頻
度
の
低
い
例
で
あ
る
。

比
他
と
は
異
質
と
み
な
さ
れ
る
、
巻
七
の
一
七
ウ
以
降
の
裏
書
部
分
は
除
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
メ

ー
7
た
だ
し
、
振
り
仮
名
に
声
点
を
加
え
た
例
が
次
例
「
枇
（
ノ
・
オ
キ
）
」
の

　
よ
う
に
一
例
あ
る
が
、
こ
れ
は
特
殊
な
例
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
例
は
、
修

　
行
の
段
階
を
具
体
的
な
地
名
に
例
え
た
例
で
あ
る
。
比
楡
と
し
て
用
い
ら

　
　
　
　
　
ヒ
メ

　
れ
て
い
る
「
枇
ノ
・
オ
キ
」
は
、
「
紀
州
ノ
海
路
二
宥
之
歎
」
と
い
う
割
注

　
か
ら
、
編
者
に
も
ど
こ
の
地
名
か
明
確
に
は
解
ら
な
か
っ
た
も
の
と
推
測

　
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
「
批
」
と
い
う
漢
字
を
当
て
た
が
、
念
の
た
め
に
振

　
り
仮
名
を
施
し
、
さ
ら
に
声
点
も
加
え
て
、
明
恵
の
意
図
し
た
地
名
へ
の

　
同
定
の
手
掛
か
り
を
示
し
た
例
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
「
枇
」
は
観
智
院

　
本
名
義
抄
に
は
「
母
死
日
ー
ハ
・
」
と
あ
り
、
三
巻
本
色
葉
字
類
抄
で

　
は
「
ヒ
メ
」
の
漢
字
表
記
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
。

　
　
ヨ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
メ

　
　
能
キ
カ
ン
ト
リ
（
上
上
上
濁
平
）
・
海
ヲ
コ
ク
ニ
一
平
上
濁
上
）
・
コ
・
ハ
批

　
　
ノ
㌧
オ
キ
（
上
上
上
上
平
平
一
ナ
ン
ト
云
カ
如
シ
幽
功
削
雄
歎
　
　
巻
六
－

　
　
一
揖
師
　
カ
チ
ト
リ
一
上
上
濁
上
平
一
観
名
・
漕
　
コ
ク
一
平
上
濁
）
観
名
・

　
　
姫
　
ヒ
メ
（
上
平
）
高
名
・
野
　
能
（
平
一
前
田
和
名
・
沖
鳥
　
妖
企
都
郵

　
　
利
（
平
平
平
上
上
一
弘
安
書
紀
）

1
8
山
口
（
一
九
八
七
一
参
照
。
ま
た
、
明
恵
講
聞
書
部
分
の
自
立
語
の
加
点
例

　
（
二
〇
八
例
）
に
つ
い
て
、
本
書
の
別
な
箇
所
で
は
漢
字
表
記
さ
れ
て
い
る

　
語
と
、
三
巻
本
色
葉
字
類
抄
に
掲
載
さ
れ
て
い
て
、
当
該
加
点
語
の
漢
字

　
表
記
と
し
て
推
定
可
能
な
語
を
漢
字
表
記
が
期
待
で
き
る
語
と
す
る
と
一
注

　
7
参
照
）
、
漢
字
表
記
が
期
待
で
き
な
い
語
と
そ
れ
を
含
む
例
は
七
十
例
で

　
あ
る
。
よ
っ
て
、
振
り
漢
字
は
、
明
恵
講
聞
書
部
分
の
自
立
語
の
加
点
例

　
　
　
　
　
　
　
　
8
　
　
7

　
の
三
分
の
一
（
7
0
／
2
0
。
ふ
％
）
に
対
し
て
使
用
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3

！
9
パ
タ
ー
ン
（
E
）
は
、
漢
字
－
和
訓
－
声
点
と
い
う
形
式
で
あ
り
、
類
聚
名

　
義
抄
な
ど
の
漢
和
字
書
と
加
点
形
式
が
似
て
い
る
。
観
智
院
本
名
義
抄
で

　
は
和
訓
に
声
点
を
加
え
た
例
は
多
く
見
ら
れ
る
が
、
振
り
漢
字
を
加
え
た

　
例
は
散
見
さ
れ
る
程
度
で
あ
る
。
似
た
形
式
の
古
字
書
で
用
例
が
少
な
い

　
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
こ
の
パ
タ
ー
ン
に
お
け
る
振
り
漢
字
の
使
用
は
不

　
可
能
で
な
い
に
し
て
も
有
効
な
方
法
で
は
な
い
と
判
断
さ
れ
る
。

2
0
他
の
理
由
と
し
て
、
振
り
漢
字
は
「
切
句
」
の
範
囲
を
超
え
る
注
釈
行
為

　
で
あ
り
最
初
か
ら
編
者
の
念
頭
に
は
な
か
っ
た
こ
と
、
あ
る
い
は
、
難
解

　
な
内
容
を
和
語
を
用
い
て
解
り
や
す
く
説
明
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
振
り
漢

　
字
を
加
え
る
こ
と
は
却
っ
て
内
容
を
難
し
く
す
る
こ
と
に
な
る
こ
と
な
ど

　
も
考
え
ら
れ
る
。
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使
用
テ
キ
ス
ト

解
脱
門
義
聴
集
記
　
金
沢
文
庫
研
究
紀
要
四
（
一
九
六
七
）
、
金
沢
文
庫
本
の

　
紙
焼
写
真

光
言
句
義
釈
聴
集
記
　
高
山
寺
本
一
高
山
寺
資
料
叢
書
七
『
明
恵
上
人
資
料

　
第
二
』
一
一
九
六
九
一
東
京
大
学
出
版
会
一
を
成
賛
堂
文
庫
本
一
原
本
で
確
認
一

　
で
校
訂

華
厳
信
種
義
聞
集
記
　
　
『
金
沢
文
庫
資
料
全
書
』
仏
典
第
二
巻
・
華
厳
篇
一
一

　
九
七
五
一

三
巻
本
色
葉
字
類
抄
　
中
田
祝
夫
・
峰
岸
明
編
（
一
九
七
九
）
『
色
葉
字
類
抄

　
研
究
並
び
に
総
合
索
引
』
風
聞
書
房
、
前
田
育
徳
会
編
刊
（
一
九
八
四
）
『
尊

　
経
閣
蔵
三
巻
本
色
葉
字
類
抄
』
勉
誠
社

類
聚
名
義
抄
　
図
名
『
図
書
寮
本
類
聚
名
義
抄
』
勉
誠
社
一
一
九
六
九
）
・
観

　
名
『
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
3
2
類
聚
名
義
抄
観
智
院
本
佛
・
法
・
僧
』
八

　
木
書
店
一
一
九
七
六
一
・
高
名
『
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
2
和
名
類
聚
抄
三

　
賓
類
字
抄
』
八
木
書
店
一
一
九
七
こ

和
名
類
聚
抄
　
馬
淵
和
夫
（
一
九
七
三
）
『
和
名
類
聚
抄
古
写
本
声
点
本
本
文

　
お
よ
び
索
引
』
風
問
書
房

日
本
書
紀
　
御
巫
本
私
記
『
神
宮
古
典
籍
影
印
叢
刊
2
古
事
記
日
本
書
紀

　
一
下
一
』
八
木
書
店
一
一
九
八
二
一
・
弘
安
書
紀
　
鈴
木
豊
二
九
八
八
一
『
日

　
本
書
紀
神
代
巻
諸
本
声
点
付
語
彙
索
引
』
ア
ク
セ
ン
ト
史
資
料
研
究
会

袖
中
抄
　
文
化
庁
蔵
高
松
宮
家
旧
蔵
本
紙
焼
写
真
　
K
一
鎌
倉
時
代
書
写
部

　
分
）
・
E
（
江
戸
時
代
書
写
部
分
）

　
　
参
考
文
献

秋
永
一
枝
（
一
九
七
二
、
一
九
八
○
、
一
九
九
一
）
『
古
今
和
歌
集
声
点
本
の

　
　
　
　
　
　
研
究
』
資
料
篇
・
研
究
篇
上
下
　
校
倉
書
房

小
林
芳
規
（
一
九
六
六
）
「
漢
籍
に
お
け
る
声
点
附
和
訓
の
性
格
」
国
語
学
六

　
　
　
　
　
　
六
『
平
安
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
漢
籍
訓
読
語
の
国
語
史
的

　
　
　
　
　
　
研
究
』
一
一
九
六
七
、
東
京
大
学
出
版
会
一
所
収

小
林
芳
規
（
一
九
七
一
）
「
申
世
片
仮
名
文
の
国
語
史
的
研
究
」
広
島
大
学
文

　
　
　
　
　
　
学
部
紀
要
特
輯
号
三

小
松
英
雄
一
一
九
六
四
一
「
語
調
資
料
と
し
て
の
類
聚
名
義
抄
」
東
京
教
育
大

　
　
　
　
　
　
学
文
学
部
紀
要
国
文
学
漢
文
学
論
叢
九

小
松
英
雄
一
一
九
六
六
一
「
声
点
の
分
布
と
そ
の
機
能
一
－
一
－
前
田
家
蔵
三
巻

　
　
　
　
　
　
本
色
葉
字
類
抄
に
お
け
る
差
声
訓
の
分
布
の
分
析
i
」
国

　
　
　
　
　
　
語
国
文
三
五
i
七

小
松
英
雄
二
九
六
八
）
「
声
点
の
分
布
と
そ
の
機
能
↑
）
②
」
国
語
国
文
三

　
　
　
　
　
　
七
－
二

　
　
　
　
　
　
以
上
の
小
松
氏
の
論
文
は
、
小
松
英
雄
『
日
本
声
調
史
論

　
　
　
　
　
　
考
』
二
九
七
一
、
風
閻
書
房
一
に
よ
る

小
松
英
雄
一
一
九
七
七
一
「
上
東
型
名
詞
存
否
論
の
帰
結
」
国
語
学
一
〇
九

　
　
　
　
　
　
『
増
訂
版
国
語
史
学
基
礎
論
』
（
一
九
八
六
、
笠
間
書
院
一
所
収

こ
ま
つ
ひ
で
お
（
一
九
九
一
）
「
書
評
秋
永
一
枝
著
『
古
今
和
歌
集
声
点
本
の

　
　
　
　
　
　
研
究
』
」
国
語
学
一
六
七

小
松
英
雄
（
一
九
九
八
）
門
日
本
語
書
記
史
原
論
』
笠
間
書
院

築
島
裕
（
一
九
六
三
）
『
平
安
時
代
の
漢
文
訓
読
語
に
つ
き
て
の
研
究
』
東
京

　
　
　
　
　
　
大
学
出
版
会

築
島
裕
（
一
九
七
〇
）
「
金
沢
文
庫
本
解
脱
門
義
聴
集
記
所
載
の
ア
ク
セ
ン
ト

　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て
」
金
沢
文
庫
研
究
ニ
ハ
ー
九
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聞書『解脱門義聴集記』における声点の役割（高橋由美子）（36）

土
井
光
祐
一
一
九
九
一
）
「
明
恵
上
人
関
係
法
談
聞
書
類
の
本
文
の
性
格
に
つ

　
　
　
　
　
　
い
て
」
訓
点
語
と
訓
点
資
料
八
七

土
井
光
祐
一
一
九
九
三
）
「
講
義
と
聞
書
及
び
そ
の
言
語
意
識
に
つ
い
て
1
明

　
　
　
　
　
　
恵
と
喜
海
と
の
言
説
を
め
ぐ
っ
て
－
」
中
央
大
学
国
文
学

　
　
　
　
　
　
三
六

土
井
光
祐
一
一
九
九
五
一
「
高
山
寺
関
係
聞
書
類
の
資
料
的
性
格
と
学
統
－
講

　
　
　
　
　
　
説
聞
書
と
伝
受
聞
書
と
を
め
ぐ
っ
て
1
」
訓
点
語
と
訓
点

　
　
　
　
　
　
資
料
九
五

土
井
光
祐
（
一
九
九
九
）
「
鎌
倉
時
代
法
談
聞
書
類
の
差
声
和
語
に
つ
い
て
」

　
　
　
　
　
　
訓
点
語
と
訓
点
資
料
一
〇
二

林
史
典
一
一
九
九
五
一
「
文
字
・
表
記
」
『
日
本
語
要
説
』
第
七
章
　
ひ
つ
じ
書
房

峰
岸
明
一
一
九
八
六
、
一
九
八
七
一
「
『
三
巻
本
色
葉
字
類
抄
』
人
事
・
辞
字
両

　
　
　
　
　
　
部
所
収
漢
字
の
性
格
に
つ
い
て
（
上
中
下
一
」
横
浜
国
立
大

　
　
　
　
　
　
学
人
文
紀
要
語
学
文
学
三
三
・
三
四

山
口
佳
紀
（
一
九
八
七
）
「
今
昔
物
語
の
形
成
と
文
体
－
仮
名
書
自
立
語
の
意

　
　
　
　
　
　
味
す
る
も
の
1
」
国
語
と
国
文
学
四
五
－
八
門
古
代
日
本
文

　
　
　
　
　
　
体
史
論
考
』
一
有
精
堂
、
一
九
九
三
一
所
収

111

二
九
九
九
年
七
月
二
十
三
日
　
受
理
一


